
町
づ
く
り
へ
の
ご
貢
献

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

令
和
３
年
度
標
茶
町

総
合
表
彰
式
が
11
月
３

日
（
文
化
の
日
）
に
標
茶

町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
う
ぃ
ず
で
挙
行
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
今
年
度
表
彰

さ
れ
る
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。�

（
敬
称
略
）

教
育
文
化
功
労

　

多
年
に
わ
た
り
本
町
の

芸
術
文
化
の
振
興
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

桜
　

佐　

藤　

教　

子

在
住
功
労

　

50
年
以
上
本
町
に
在
住

し
、
郷
土
を
愛
し
勤
労
に

励
み
、
本
町
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

常
盤

　

及　

川　

榮　

子

　

河　

合　

幸　

子

　

佐
々
木　

新　

悦

　

槻　

木　

義　

夫

　

深　

山　

聖　

子

　

藤　

原　

敬　

一

　

藤　

原　

靜　

枝

川
上

　

賀　

東　

紀　

子

　

佐　

藤　

茂　

雄

　

佐　

藤　

建　

世

　

田　

中　

佳　

世

　

船　

木　

英　

行

　

柳　

沼　

敏　

美

開
運

　

木　

下　

彌
團
次

　

坂　

本　

す
み
子

　

菅　

原　

和　

子

　

髙　

原　

俊　

雄

　

谷　

口　

希　

子

　

元　

氏　

幹　

子

旭　
　
　
　

　

川　

村　

恭　

子

　

佐　

藤　

淑　

子

　

菅　

原　

惠　

子

　

高　

野　

ト
ヨ
子

　

原　

下　

初　

子

　

藤　

原　

久
美
子

桜
　

影　

山　

元　

次

　

加　

藤　

裕　

子

　

小
宮
山　

一　

雄

　

小
宮
山　

八
重
子

　

雜　

賀　

富
久
雄

　

齊　

藤　

眞　

司

　

篠　

　

桂　

子

　

清　

水　

葊　

光

　

鈴　

木　

吹　

子

　

関　
　
　

千
代
子

　

髙　

田　

金　

秀

　

髙　

田　

順　

子

　

田　

川　

国　

美

　

只　

野　

教　

夫

　

奈　

良　

一　

美

　

成　

澤　

辛　

作

　

福　

原　

フ
サ
子

　

村　

山　

な
か
子

平
和

　

市　

川　

千
恵
子

　

伊　

藤　

正　

喜

　

遠　

藤　

照　

三

　

佐　

藤　

つ　

る

　

松　

田　

妙　

子

　

村　

上　

京　

子

麻
生

　

鎌　

田　

つ
な
子

　

佐
々
木　

み
さ
子

善
行
表
彰

　

貴
重
な
ピ
ア
ノ
・
書
籍

を
寄
贈
さ
れ
、
本
町
の
文

化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

釧
路
市

　

橘　
　
　

澄　

子

勤
続
表
彰

　

消
防
団
員
と
し
て
20
年

以
上
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

旭
　

竹　

田　

寛　

幸

阿
歴
内

　

大
和
田　
　
　

満

　

小
野
寺　

孝　

弘

福
祉
基
金
条
例
施
行
規
則

顕
彰

　

老
人
ク
ラ
ブ
役
員
と
し

て
、
10
年
以
上
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

開
運

　

牛　

坂　

ノ
ブ
子

磯
分
内

　
力　

武　

勝　

行

阿
歴
内

　
山　

崎　

悦　

子

　

松　

尾　

い
さ
子

　

藤　

田　

惠　

子

　

森　

田　

康　

夫

　

渡　

辺　

幸　

子

塘
路

　

赤
羽
根　

文　

子

久
著
呂

　

小　

川　

光　

良

コ
ッ
タ
ロ

　

大　

倉　

義　

勝

虹
別

　

相　

澤　

雄　

喜

　

大　

内　

幸
一
郎

　

大　

山　
　
　

裕

　

加　

藤　

邦　

信

　

金　

澤　

三
枝
子

　

坂　

井　

好　

彦

　

下　
　
　

政　

夫

　

下　
　
　

み
さ
子

　

末　

柄　

チ　

エ

　

鈴　

木　

清　

子

　

添　

田　

キ
ミ
エ

　

長　

瀨　

謙　

一

　

早　

坂　

俊　

勝

　

藤　

野　

美
和
子

　

渡　

部　

自
生
子

茶
安
別

　

東
海
林　

絹　

枝

　

東
海
林　

靜　

子

　

只　

野　

と
め
子

　

土　

田　

勇　

治

　

藤　

川　

敬　

子

　

目　

黒　

國　

夫

　

多　

田　

信　

子

　

宮　

下　

梅　

子

南
標
茶

　

依　

田　
　
　

認

厚
生

　

髙　

橋　
　
　

明

多
和

　

鈴　

木　

一　

則

上
多
和

　

佐　

藤　

孝　

子

　

佐　

藤　

涼　

二

　

髙　

橋　

澄　

栄

　

髙　

橋　

正　

典

オ
ソ
ツ
ベ
ツ

　

野　

呂　

孝　

子

沼
幌

　

大　

山　

美
喜
子

磯
分
内

　

大　

森　

安　

男

　

児　

玉　

和　

子

　

小　

端　
　
　

進

　

西　

川　

勝　

利

　

林　
　
　
　
　

一

　

常　

陸　

喜
美
夫

　

常　

陸　

裕　

子

　

平　

間　

由　

子

　

藤　

田　

榮　

一

2
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◆�

Ｑ
／
図
書
館
の
館
内
に
虫
が
多

過
ぎ
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

換
気
が
必
要
で
、
ド
ア
と
窓
が

常
時
開
い
て
い
る
た
め
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
開
け
る
の
は
２

時
間
に
１
度
な
ど
限
定
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
虫
に
刺
さ
れ
て
か
ゆ
く

な
っ
て
し
ま
う
の
と
、
外
気
に

当
て
過
ぎ
る
と
本
が
傷
む
恐
れ

も
あ
り
、
窓
の
常
時
解
放
は
良

策
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。�

【
匿
　
名
】

◆�

Ａ
／
日
頃
よ
り
図
書
館
を
ご
利

用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
図
書
館
で
は
、
利
用

さ
れ
る
方
々
に
、
安
全
か
つ
快

適
な
学
習
の
場
の
提
供
を
心
掛

け
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
換
気
も
重
要
な

対
策
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

�　

一
方
ご
指
摘
の
通
り
、
一
時

期
、
虫
が
多
く
館
内
に
入
り
込

む
時
が
あ
り
、
防
虫
対
策
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

今
後
も
、
安
全
か
つ
快
適
な

環
境
を
提
供
す
べ
く
、
最
善
の

方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。【
図
書
館
】

新たに委嘱された
民生委員児童委員のご紹介

・氏名／丸山奈美子
・担当地区／常盤２〜７丁目
・�問い合わせ／役場保健福祉課社会福祉係（１階④
番窓口☎️内線131）

補
正
予
算

会 　　  計　　   別 補正前予算額（Ａ） ９月補正額（Ｂ） 補正後予算額（Ｃ）＝（Ａ）＋（Ｂ）

一　  般 　 会　  計 12,452,151 162,012 12,614,163

特
別
会
計

国民健康保険事業事業勘定 1,192,102 0 1,192,102

下 水 道 事 業 543,000 0 543,000

介 護 保 険 事 業 1,475,650 32,585 1,508,235

後 期 高 齢 者 医 療 121,717 0 121,717

簡 易 水 道 事 業 263,000 0 263,000

合   　　   計 16,047,620 194,597 16,242,217

　第３回定例町議会において、令和３年度各会計の補正予算が可決されました。一般会計の補正予
算は、標茶中学校外構整備事業、学校給食共同調理場外構整備事業、経営継承・発展等支援事業、
町道維持補修事業などで、１億6,201万２千円を追加し、予算額は126億1,416万３千円となりました。
　そのほか各会計の補正予算額および一般会計の主な補正内容は次のとおりです。

主な補正予算 事 業 費
衛 生 費 川上郡衛生処理組合負担金 4,557
農 林 水 産 業 費 経営継承・発展等支援事業 6,000
土 木 費 町道維持補修事業 40,000
消 防 費 Ｊアラート機器更新 6,160

教 育 費
標茶中学校外構整備事業 50,000
学校給食共同調理場外構整備事業 15,000

令和３年度　標茶町各会計予算の概要
（単位：千円）

企　 業　 会　 計 補正前予算額（Ａ） ９月補正額（Ｂ） 補正後予算額（Ｃ）＝（Ａ）＋（Ｂ）

病 院 事 業
歳入 1,358,459 6,432 1,364,891

歳出 1,419,975 9,799 1,429,774

まちづくり
ポスト
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釧網線 列車の一部運休・バス代行のお知らせ
　持続的な線路の維持に必要な集中修繕工事を行う「線路集中メンテナ
ンス日」の設定に伴い、一部列車を運休し、バスによる代行輸送を行い
ます。鉄道を安全に運行するために必要な工事ですので、ご理解とご協
力をお願いします。

■問い合わせ／北海道旅客鉄道「ＪＲ北海道電話案内センター」（☎011-222-7111）

◦代行バスの時刻は予定時刻であり、道路状況などにより遅れる場合があります。
◦代行バスはＪＲの乗車券でご利用いただけます。（全て自由席です）
◦代行バスをご利用の際は駅待合室でお待ちください。係員がご案内します。

注意
事項

上
り
釧
路
発 

網
走
行
き 「
普
通
列
車
」

普通列車 代行バス
釧 路 発 6:03

運
　
転

バスに乗り換え途中停車駅と列車
発着時刻は平常通り

知 床 斜 里 着 8:31
発 8:32

運
　
　
休

8:36
止 別 発 8:44 8:54
浜 小 清 水 発 8:50 ➡ 9:03
原 生 花 園 発 8:55

代
　
行

9:09
北 浜 発 9:00 9:16
藻 琴 発 9:04 9:21
鱒 浦 発 9:08 9:26
桂 台 発 9:14 ➡ 9:38
網 走 着 9:17 9:44

釧
路
発 

網
走
行
き 「
快
速
し
れ
と
こ
摩
周
号
」

快速しれとこ
摩周号 代行バス

釧 路 発 8:57
運
　
転

バスに乗り換え途中停車駅と列車
発着時刻は平常通り

知 床 斜 里 着 11:11
発 11:12

運
　
　
休

11:15
止 別 発 11:22 11:33
浜 小 清 水 発 11:28 ➡ 11:42
原 生 花 園 発 11:32

代
　
行

11:48
北 浜 発 11:38 11:55
藻 琴 発 11:41 12:00
鱒 浦 発 11:44 12:05
桂 台 発 11:50 ➡ 12:17
網 走 着 11:53 12:23

網走発遠軽行き（11:58発）普通列車への接続不可。

下
り

▼　網走発代行バスは列車時刻より早く出発しますのでご注意ください。　▼
網
走
発 

釧
路
行
き 「
快
速
し
れ
と
こ
摩
周
号
」

快速しれとこ
摩周号 代行バス

網 走 発 10:24

運
　
　
休

9:55
桂 台 発 10:27 10:05
鱒 浦 発 10:33 ➡ 10:20
藻 琴 発 10:37

代
　
行

10:25
北 浜 発 10:40 10:30
原 生 花 園 発 10:46 10:38
浜 小 清 水 発 10:50 10:43
止 別 発 10:57 ➡ 10:51

知 床 斜 里 着 11:08 11:06
発 11:11

運
　
転

列車に乗り換え途中停車駅と列車
発着時刻は平常通り

釧 路 着 13:36

網
走
発 

釧
路
行
き 「
普
通
列
車
」

普通列車 代行バス
網 走 発 15:10

運
　
　
休

14:41
桂 台 発 15:13 14:51
鱒 浦 発 15:20 ➡ 15:06
藻 琴 発 15:23

代
　
行

15:11
北 浜 発 15:28 15:16
原 生 花 園 発 15:34 15:24
浜 小 清 水 発 15:38 15:29
止 別 発 15:45 ➡ 15:37

知 床 斜 里 着 15:56 15:52
発 15:57

運
　
転

列車に乗り換え途中停車駅と列車
発着時刻は平常通り

釧 路 着 18:45
北見発網走行き普通列車（14:51着）からの接続不可。

今年度の市街地循環バスの運行はありません
　今年度予定していた標茶市街地予約式循環バスの試験運行は、新型コロナウイルス感染症の発生状況を踏
まえ、実施しないことに決定しました。
　当初６月からの運行を予定していましたが、５月のワクチン接種開始に伴い、接種対象者の送迎を優先す
るため、運行延期となっていました。
　その後、北海道に緊急事態宣言が発令され、今なお感染収束の見通しが立っていないこと
に加え、これから迎える寒冷期に車内での三密回避が困難であると判断し、今年度の運行は
見送ることとしましたので、ご理解をお願いします。

■問い合わせ／役場管理課車両管理係（２階⑭番窓口☎内線143）

◦線路集中メンテナンス日の期間
　10月18日㈪～22日㈮

◦メンテナンス区間（バス代行区間）
　知床斜里駅～網走駅間
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土地・家屋の場合
◦�すでに登記されている土地や家屋の所有者（名義人）を売買や相続などで変更する場合は、釧路地方法務局（☎️
0154-31-5000）で登記の変更をしてください。登記されていない家屋については、役場窓口で手続きをしてく
ださい。12月31日までに手続きを完了すると、来年度から固定資産税の納税義務者が変更になります。
◦�相続登記をする方で、その手続きが遅れる場合は、相続人の中から来年度以降、固定資産税を代表して納めて
いただく方を相談して決めてください。手続きに必要な用紙は送付します。

■問い合わせ／役場税務課税務係（１階⑨番窓口☎️内線152）

土地･家屋や軽自動車の名義を変更される方へ

軽自動車の場合
車　種 手続き（申告）場所・問い合わせ 手続きに必要な物

◦原動機付自転車
　�125㏄以下のバイク、ミニカー　など 役場税務課税務係

　（１階⑨番窓口☎内線152）
◦�標識（ナンバープ
レート）
◦�標識交付証明書

◦小型特殊自動車
�　農耕作業用（トラクターなど）、その他特
　殊作業用（ホイルローダーなど）
◦軽四輪自動車
　�660㏄以下の軽四輪車

釧路軽自動車協会
（☎0154-51-0745） 譲渡による名義変更･

廃車･住所変更などは、
左記に問い合わせくだ
さい。

◦軽二輪車
　125㏄を超え250㏄以下のバイク
◦二輪の小型自動車
　250㏄を超えるバイク

北海道運輸局釧路運輸支局
　（☎050-5540-2005）

地域おこし協力隊
中道　智大

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
日
誌
vol.37

　

北
海
道
の
短
い
夏
も
過
ぎ
去

り
、
す
っ
か
り
朝
晩
に
秋
の
匂

い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

北
海
道
へ
移
住
し
て
か
ら
４

カ
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、
大
き

な
自
然
の
変
化
に
日
々
驚
き
な

が
ら
も
、
自
然
豊
か
な
こ
の
地

で
暮
ら
せ
る
こ
と
を
い
つ
も

幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。
近

況
活
動
で
す
が
、
私
は
現
在

Y
o
u
T
u
b
e
で
「
北
海
道

標
茶
町
地
域
お
こ
し
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
を
メ
イ
ン
に
運
用
し
て
い

ま
す
。
開
始
４
カ
月
で
登
録
者

は
3
5
0
人
ま
で
増
え
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
視
聴
回

数
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
標

茶
町
の
魅
力
の
再
発
掘
と
い
う

テ
ー
マ
で
撮
影
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
町
の
掲
示
板
的
な
存

在
に
な
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら

に
視
聴
者
数
を
増
や
す
試
み

を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
映
像
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

に
も
拘こ
だ
わ

っ
て
作
成
し
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
ご
覧
に
な
ら

れ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
は
標

茶
の
き
れ
い
な
景
色
や
動
物
た

ち
の
写
真
も
載
せ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
標
茶
の
魅
力
発
信
に

力
を
注
い
で
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

YouTube▶
チャンネル　

◀地域おこし協力隊
　Instagram

釧
路
北
部
地
域
雇
用

創
造
協
議
会
の
事
業

が
始
ま
り
ま
す

　

標
茶
町
・
弟
子
屈
町
・
鶴
居
村

の
３
町
村
で
構
成
さ
れ
る
「
釧
路

北
部
地
域
」
が
、
厚
生
労
働
省
の

「
令
和
３
年
度
地
域
雇
用
活
性
化

事
業
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

地
域
雇
用
活
性
化
事
業
は
、
過

疎
化
の
進
む
地
域
な
ど
が
進
め

る
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
、

魅
力
あ
る
雇
用
や
人
材
確
保
の
た

め
の
取
り
組
み
を
国
が
支
援
す
る

も
の
で
す
。

　

釧
路
北
部
地
域
で
は
、
自
治
体

・
商
工
会
・
観
光
協
会
・
北
海
道

中
小
企
業
家
同
好
会
が
「
釧
路
北

部
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
、
企
業
向
け
・
求
職
者

向
け
の
講
習
会
や
企
業
説
明
会
、

U
I
J
タ
ー
ン
説
明
会
な
ど
を
開

催
す
る
予
定
で
、
令
和
６
年
３
月

ま
で
に
1
1
0
人
の
雇
用
創
出
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
な
ど
の
実
施
が
近
く
な

り
ま
し
た
ら
、
新
聞
折
り
込
み
や

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
北
部
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
・
役
場
観
光

商
工
課
商
工
労
働
係
（
２
階
⑯

番
窓
口
☎
内
線
２
５
１
）


